
　
松
の
内
が
明
け
、
日
一
日
と
夕
方
の

西
の
空
が
明
る
く
な
り
、
私
た
ち
の
動

き
も
少
し
ず
つ
活
発
に
な
っ
て
き
ま
し

た
。
　
と
こ
ろ
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
デ
ル
タ
株
よ
り
感
染
力
が
数
倍
強
い

と
い
わ
れ
る
オ
ミ
ク
ロ
ン
変
異
株
が
、

ま
た
た
く
間
に
全
国
中
に
広
ま
り
、
比

較
的
安
全
だ
っ
た
島
根
県
内
で
も
感
染

者
が
急
増
し
て
医
療
現
場
に
も
影
響
を

与
え
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
以
上
の
感
染

拡
大
は
何
と
か
防
が
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

百
年
前
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

(
ス
ペ
イ
ン
風
邪)

は
世
界
的
大
流
行
で

約
四
千
万
人
の
死
者
が
出
た
と
語
り
継

が
れ
て
い
ま
す
が
収
束
ま
で
に
三
年
を

要
し
ま
し
た
。
今
回
の
コ
ロ
ナ
禍
は
三

年
目
を
迎
え
ま
す
。

一
日
も
早
い
真
の
「
終
息
」
を
期
待
し
、

冷
静
に
行
動
し
な
け
れ
ば
ー
。

　
丸
山
達
也
県
知
事
は
、
感
染
状
況
を

踏
ま
え
、
左
記
に
記
し
た
四
項
目
の
お

願
い
を
県
民
に
要
請
。
期
間
は
31
日
ま

で
で
す
。
今
一
度
、
心
に
刻
み
ま
し
ょ

う
！

①
鳥
取
県
を
除
く
県
外
往
来
の
自
粛
を

②
家
庭
や
職
場
な
ど
で
の
健
康
管
理

③
飲
食
店
な
ど
の
利
用

ア
ル
コ
ー
ル
を
伴
う
飲
食
は
４
人
以
下
で
２

時
間
以
内

④
誹
謗
中
傷
や
差
別
の
防
止

問　
新
型
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
６
波
に

備
え
た
対
策
が
急
務
だ
。
県
の
想
定
療
養

者
数
と
病
床
確
保
状
況
は
ど
の
よ
う
か
？

答　
小
村
浩
二
・
健
康
福
祉
部
長

　

ピ
ー
ク
時
に
も
対
応
で
き
る
新
た
な
病

床
確
保
計
画
を
策
定
。
最
大
の
療
養
者
は
、

第
5
波
の
１
日
最
大
新
規
感
染
者
数
が
45

人
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
そ
れ
が
10
日
間
続

く
も
の
と
し
て
4
5
0
人
を
想
定
し
て
い

る
。
病
床
が
ひ
っ
迫
す
る
恐
れ
が
生
ず
る

場
合
に
は
、
入
院
が
必
要
な
患
者
が
確
実

に
入
院
で
き
る
体
制
へ
移
行
す
る
。
そ
の

場
合
、
入
院
療
養
が
2
5
0
人
、
宿
泊
療

養
、
自
宅
療
養
を
各
1
0
0
人
と
想
定
。

一
般
医
療
と
の
両
立
が
図
れ
る
よ
う
、
こ

れ
ま
で
の
3
2
4
床
に
新
た
に
36
床
を
追

加
し
、
3
6
0
床
を
確
保
し
た
。

問　
感
染
拡
大
の
傾
向
が
み
ら
れ
る
状

況
で
、
知
事
が
特
措
法
に
基
づ
き
、
感
染

不
安
が
あ
る
無
症
状
者
に
無
料
化
し
た
検

査
を
受
け
る
よ
う
要
請
す
る
こ
と
も
あ
る

と
さ
れ
て
い
る
が
、
P
C
R
、
抗
原
、
抗

体
の
そ
れ
ぞ
れ
の
検
査
方
法
と
特
徴
は
？ 

ま
た
、
県
の
体
制
を
伺
う
。

答　
小
村
健
康
福
祉
部
長

　

ウ
イ
ル
ス
の
遺
伝
子
を
検
出
す
る

P
C
R
検
査
は
最
も
精
度
が
高
い
が
、
専

用
の
機
器
が
必
要
で
時
間
が
か
か
り
、
実

施
で
き
る
施
設
が
限
ら
れ
る
。
抗
原
検
査

は
ウ
イ
ル
ス
特
有
の
た
ん
ぱ
く
質
を
検
出

す
る
定
量
と
定
性
の
二
種
類
あ
り
、
定
量

は
P
C
R
の
次
に
制
度
が
高
い
。
定
性
は

抗
原
検
査
キ
ッ
ト
を
使
い
、
精
度
は
劣
る

も
の
の
判
定
結
果
が
15
分
程
度
で
出
る
。

抗
体
検
査
は
そ
の
場
で
感
染
し
た
際
や
ワ

ク
チ
ン
接
種
後
に
体
内
で
作
ら
れ
る
抗
体

を
調
べ
る
。
検
査
時
点
で
の
感
染
の
有
無

の
判
定
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
。
ま

た
、
体
制
で
は
疫
学
調
査
に
対
応
す
る
検

査
を
含
め
、
県
の
保
険
環
境
科
学
研
究
所

と
浜
田
保
健
所
及
び
行
政
検
査
の
委
託
契

約
を
結
ん
だ
民
間
の
医
療
機
関
や
各
圏
域

の
地
域
外
来
検
査
セ
ン
タ
ー
で
精
度
の
高

い
検
査
を
行
う
。
発
熱
な
ど
の
症
状
が

あ
っ
た
際
は
身
近
な
診
療
所
で
簡
便
に
早

く
検
査
で
き
る
よ
う
に
診
療
検
査
医
療
機

関
を
指
定
。
連
携
し
様
々
な
検
査
方
法
を

組
み
合
わ
せ
て
対
応
し
て
い
る
。

問　
抗
原
検
査
キ
ッ
ト
に
よ
る
陽
性
者

の
早
期
確
認
な
ど
、
高
齢
者
福
祉
施
設
に

必
要
な
対
策
を
継
続
的
に
支
援
す
る
考
え

は
な
い
か
？

答　
小
村
健
康
福
祉
部
長

　

第
5
波
で
は
国
か
ら
無
償
配
布
さ
れ
た

キ
ッ
ト
を
活
用
し
、
早
期
に
陽
性
者
の
確

認
が
で
き
感
染
拡
大
防
止
に
つ
な
が
っ
た

事
例
も
あ
る
。
国
に
追
加
配
布
な
ど
の
対

応
の
検
討
を
求
め
て
い
く
。

問　
県
は
J
A
と
連
携
し
、
年
間
農
業

産
出
額
を
1
0
0
億
増
の
7
3
0
億
を
目

標
に
し
て
い
る
。
米
と
畜
産
を
柱
と
し
て

ま
た
島
根
農
業
に
、
新
た
な
園
芸
部
門
の

強
化
に
力
を
入
れ
、
安
全
・
安
心
を
証
明

す
る
美
味
し
ま
ね
認
証
制
度
に
よ
る
ブ
ラ

ン
ド
化
対
策
の
定
着
化
を
図
っ
て
い
る
が
、

G
A
P
の
認
証
が
補
助
事
業
の
実
施
条
件

と
な
っ
て
い
る
。
新
規
就
農
者
の
美
味
し

ま
ね
認
証
、
G
A
P
の
取
得
状
況
は
？

病
床
は
３
６
０
床
を
確
保

ピ
ー
ク
時
に
も
対
応
で
き
る

1
4
7
人
の
新
規
就
農
者
を

支
援

34
人
に
美
味
し
ま
ね
認
証

答　
西
村
秀
樹
・
農
林
水
産
部
長

　

令
和
元
年
か
ら
新
規
就
農
者
を
対
象
に

支
援
を
行
い
、
現
在
1
4
7
人
。
今
年
度

中
に
美
味
し
ま
ね
認
証
の
取
得
が
必
要
な

方
1
2
0
人
全
員
が
取
得
に
取
り
組
ま
れ
、

既
に
34
人
が
認
証
を
受
け
て
い
る
。

問　
県
の
サ
ポ
ー
ト
体
制
強
化
や
審
査
、

消
費
者
へ
の
P
R
の
取
り
組
み
状
況
に
つ

い
て
伺
う
。

答　
西
村
農
林
水
産
部
長

　

取
得
に
あ
た
っ
て
は
普
及
員
が
マ
ン
ツ

ウ
マ
ン
で
支
援
。
今
年
度
か
ら
は
5
名
の

支
援
ス
タ
ッ
フ
を
農
業
技
術
セ
ン
タ
ー
な

ど
に
配
置
、
体
制
を
拡
充
し
て
い
る
。
畜

産
、
林
産
、
水
産
物
は
県
が
直
接
審
査
し
、

米
や
野
菜
な
ど
農
産
物
は
し
ま
ね
農
業
振

興
公
社
に
委
託
し
て
実
施
。
円
滑
に
進
む

よ
う
審
査
員
を
3
名
増
や
し
6
人
体
制
と

し
た
。

　

消
費
者
へ
の
P
R
に
つ
い
て
は
販
売
店

の
経
営
者
と
仕
入
れ
責
任
者
に
意
義
を

し
っ
か
り
と
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
が
重

要
と
考
え
、
出
前
講
座
や
意
見
交
換
会
な

ど
を
行
っ
て
い
る
。
店
側
が
生
産
者
に
取

得
を
働
き
か
け
た
り
、
独
自
に
美
味
し
ま

ね
コ
ー
ナ―

を
売
り
場
に
設
け
る
動
き
が

出
て
い
る
。

美
味
し
ま
ね
認
証
取
得
に
よ
る
好
事
例

令
和
三
年
十
一
月
定
例
会

①
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

　

第
６
波
対
策

②
新
規
就
農
者
の
状
況

③
燃
料
高
騰
に
向
け
た
対
策

高
橋
ま
さ
ひ
こ 

一
般
質
問

（
11
月
25
日
〜
12
月
22
日
）

県政をもっと身近に！
中山間地は日本の原点。守ります、築きます、中山間地域の暮らしを。

令和４年１月
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年
末
・
年
始
に
大
雪
が
心
配
さ
れ

ま
し
た
が
、
穏
や
か
な
新
年
を
迎
え

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
一
方
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
急
激

な
減
少
か
ら
一
転
し
、
極
め
て
感
染

力
の
強
い
変
異
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
の
出

現
で
、
県
内
・
県
外
と
も
大
幅
に
増

加
し
て
い
ま
す
。
医
療
体
制
の
崩
壊

も
危
惧
さ
れ
、
島
根
県
で
は
メ
デ
ィ

カ
ル
チ
ェ
ッ
ク
後
、
中
等
症
以
上

（
重
症
化
リ
ス
ク
の
高
い
軽
症
を
含

む
）
以
外
は
宿
泊
・
自
宅
療
養
と
な

り
ま
し
た
。
幸
い
軽
症
者
や
無
症
状

者
が
多
く
、
医
療
体
制
の
維
持
に
は

正
し
い
判
断
と
考
え
ま
す
。

　

木
次
線
ト
ロ
ッ
コ
列
車
に
係
る
観

光
列
車
検
討
会
が
こ
れ
ま
で
四
回
開

か
れ
、
Ｊ
Ｒ
西
日
本
と
協
議
が
な
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
一
月
二
十
日
、
Ｊ

Ｒ
西
日
本
か
ら
代
替
案
と
し
て
、

「
あ
め
つ
ち
」
の
木
次
線
の
乗
り
入

れ
、
「
定
期
列
車
の
内
外
の
装
飾
」

に
よ
る
利
用
促
進
、
観
光
振
興
策
が

提
示
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
、
県
及
び

関
係
市
町
の
検
討
が
行
わ
れ
ま
す
。

ト
ロ
ッ
コ
列
車
の
運
行
継
続
は
出
来

ま
せ
ん
が
、
木
次
線
存
続
の
た
め
に

は
、
観
光
と
利
用
促
進
を
引
き
続
き

進
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

二
月
定
例
会
で
は
残
さ
れ
た
年
間

質
問
時
間
が
な
い
た
め
質
問
が
出
来

ま
せ
ん
が
、
中
山
間
地

域
の
生
活
維
持
、
経

済
確
保
な
ど
地
域
課

題
に
向
け
て
、
議
会

活
動
の
中
で
取
り
組

ん
で
参
り
ま
す
。

燃
料
高
騰

セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
加
入

を
促
進

新
観
光
列
車
に
財
政
支
援

県
、雲
南
市
と
奥
出
雲
町

お
ろ
ち
号
存
続
は
正
念
場

コ
ロ
ナ
対
策
と

　
　
　

国
土
強
靭
化
が
柱

11
月
県
議
会
、1
6
2
億
の
補
正
予
算

　

雲
南
市
加
茂
町
三
代
で
「
Ｇ
Ｅ
Ｒ
Ｆ

Ａ
Ｒ
Ｍ
（
ギ
ャ
フ
ァ
ー
ム
」
を
立
ち
上

げ
、
高
品
質
な
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ

ト
・
ピ
オ
ー
ネ
・
デ
ラ
ウ
エ
ア
生
産
に

力
を
入
れ
る
三
刀
屋
町
出
身
の
星
野
和

志
代
表
や
大
東
町
内
で
無
農
薬
の
綿
花

栽
培
に
情
熱
を
傾
け
る
藤
原
潤
代
表
ら

30
代
の
若
手
生
産
者
が
育
っ
て
い
ま
す
。

い
ず
れ
も
消
費
者
と
の
交
流
を
積
極
的

に
行
い
、
農
業
の
楽
し
さ
と
と
も
に
基

本
と
な
る
土
づ
く
り
を
通
し
た
環
境
保

全
の
大
切
さ
を
学
ん
で
お
ら
れ
、
一
層

の
活
躍
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

問　
一
次
産
業
、
製
造
業
、
輸
送
業
や

一
般
家
庭
に
広
く
影
響
す
る
ガ
ソ
リ
ン
価

格
が
11
月
に
1
㍑
1
6
7.
6
円
と
大
幅

に
上
昇
。
背
景
に
は
産
油
国
の
減
産
と
新

型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
進
む
中
で
経

済
回
復
へ
の
動
き
も
活
発
に
な
っ
て
の
需

要
増
加
が
あ
る
。
特
に
、
農
業
、
漁
業
の

現
在
の
状
況
と
、
安
定
し
た
経
営
に
つ
な

が
る
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
構
築
に
つ
い

て
お
聞
き
す
る
。

答　
西
村
農
林
水
産
部
長

　

施
設
園
芸
の
加
湿
コ
ス
ト
や
漁
業
の
燃

料
コ
ス
ト
増
加
だ
け
で
な
く
、
ハ
ウ
ス
ビ

ニ
ー
ル
や
魚
箱
に
用
い
る
発
泡
ス
チ
ロ
ー

ル
な
ど
資
材
費
な
ど
の
高
騰
や
運
送
コ
ス

ト
の
上
昇
に
も
つ
な
が
り
、
広
範
囲
に
わ

た
り
経
営
へ
の
影
響
が
想
定
さ
れ
る
。

　

農
業
で
は
ブ
ド
ウ
や
柿
な
ど
の
施
設
園

芸
で
ハ
ウ
ス
温
度
を
確
保
す
る
加
温
機
の

燃
料
使
用
量
が
多
い
。
冬
場
を
迎
え
、
高

騰
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
。
対
策
と
し
て

セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
構
築
事
業
を
実
施

し
て
お
り
、
農
業
者
と
国
が
資
金
を
積
み

立
て
、
発
動
の
基
準
と
な
る
価
格
を
越
え

た
場
合
に
補
償
金
が
交
付
さ
れ
る
仕
組
み

に
な
っ
て
い
る
。
県
内
の
加
入
者
は
16
戸
、

面
積
割
合
で
は
3
％
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

周
知
活
動
を
進
め
て
お
り
、
加
入
者
の
増

加
を
見
込
ん
で
い
る
。

　

ま
た
、
経
費
に
占
め
る
燃
料
の
割
合
が

大
き
い
漁
業
で
は
、
一
定
期
間
に
急
激
な

上
昇
が
あ
っ
た
場
合
に
補
償
金
が
交
付
さ

れ
る
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
の
加
入
は
漁

業
者
が
5
9
3
件
。
巻
き
網
や
底
引
き
網

の
経
営
体
は
1
0
0
%
加
入
し
て
い
る
。

　

今
後
の
価
格
状
況
を
注
視
し
て
い
く
。

　

ト
ロ
ッ
コ
列
車
「
奥
出
雲
お
ろ
ち
号
」

の
存
続
可
能
性
に
つ
い
て
、
島
根
、
広
島

両
県
に
沿
線
五
市
町
村
と
Ｊ
Ｒ
西
日
本
が

議
論
す
る
第
四
回
目
の
検
討
会
が
12
月
、

松
江
市
内
で
開
か
れ
た
。

　

雲
南
市
の
石
飛
厚
志
市
長
は
「
観
光
列

車
に
特
化
し
た
新
た
な
列
車
を
強
く
求
め

る
。
導
入
費
用
を
含
め
、
市
民
の
理
解
を

得
て
財
政
支
援
も
行
う
」
と
力
説
。
「
ト

ロ
ッ
コ
列
車
が
な
く
な
れ
ば
奥
出
雲
観
光

に
大
き
な
影
響
が
出
る
」
と
危
機
感
強
め

る
奥
出
雲
町
の
勝
田
康
則
町
長
も
ト
ロ
ッ

コ
列
車
の
後
継
と
な
る
新
し
い
観
光
列
車

を
強
く
要
望
し
、
可
能
な
限
り
財
政
支
援

す
る
こ
と
を
表
明
し
た
。
木
次
線
に
対
す

る
住
民
の
熱
い
思
い
を
受
け
止
め
る
島
根

県
。
松
尾
紳
次
副
知
事
も
県
と
し
て
も
、

沿
線
自
治
体
と
同
じ
考
え
で
あ
る
こ
と
を

明
言
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
J
R
西
日
本
米
子
支
社
の

和
田
昇
司
副
支
社
長
は
「
（
財
政
支
援
す

る
と
い
う
）
踏
み
込
ん
だ
話
を
も
ら
っ
た
。

持
ち
帰
っ
て
検
討
し
た
い
」
と
答
え
た
。

　

振
り
返
れ
ば
、
ち
ょ
う
ど
一
年
前
の
県

政
報
告
第
8
号
で
「
継
続
運
行
が
心
配
さ

れ
る
木
次
線
」
と
の
見
出
し
で
特
集
面
を

組
ん
で
以
来
、
毎
号
で
木
次
線
の
現
状
、

赤
字
ロ
ー
カ
ル
線
の
廃
止
問
題
や
国
鉄
分

割
民
営
化
と
い
う
歴
史
的
転
換
期
を
行
政

と
住
民
の
一
体
と
な
っ
た
存
続
運
動
で
乗

り
越
え
た
鳥
取
県
の
若
桜
鉄
道
の
レ
ポ
ー

ト
な
ど
も
掲
載
し
、
ま
さ
に
「
地
域
の

宝
」
と
し
て
の
鉄
道
の
重
み
を
呼
び
掛
け

て
き
た
。

　

今
年
は
い
よ
い
よ
正
念
場
を
迎
え
る
が
、

昨
夏
以
降
沿
線
の
各
地
で
は
、
存
続
を

願
っ
て
工
夫
し
た
イ
ベ
ン
が
た
く
さ
ん
開

か
れ
た
。
何
と
し
て
も
存
続
へ
向
け
て
の

展
望
を
切
り
拓
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
ま
し
ょ
う
！

　

11
月
定
例
県
議
会
は
総
額
1
6
2
億
円

の
今
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
案
な
ど
計

31
議
案
を
可
決
し
、
閉
会
し
た
。
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
や
国
土
強
靭
化
に
向

け
た
公
共
事
業
を
盛
り
込
ん
だ
の
が
柱
。

　

コ
ロ
ナ
対
策
で
は
、
健
康
上
の
理
由
な

ど
で
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
受
け
ら
れ
な
い
人

に
対
し
、
P
C
R
検
査
や
抗
原
検
査
を
無

料
化
す
る
事
業
な
ど
に
17
億
3
2
0
0
万

円
Ｇ
ｏ
ｔ
ｏ
Ｅ
ａ
ｔ
事
業
に
6
億

3
0
0
0
万
円
な
ど
を
計
上
。
災
害
を
防

ぐ
国
土
強
靭
化
に
向
け
た
公
共
事
業
は

1
3
0
億
2
0
0
万
円
を
盛
り
込
ん
だ
。

　

ま
た
、
動
き
が
活
発
化
し
て
い
る
島
根

原
発
2
号
機
の
再
稼
働
の
可
否
に
つ
い
て
、

丸
山
達
也
知
事
は
閉
会
の
あ
い
さ
つ
で

「
今
後
関
係
自
治
体
や
県
議
会
の
意
見
を

聞
き
、
総
合
的
に
判
断
し
て
い
く
」
と
述
べ
、

立
地
自
治
体
の
松
江
市
の
ほ
か
、
雲
南
、

安
来
、
出
雲
の
周
辺
自
治
体
の
意
見
も
踏

ま
え
、
総
合
的
に
最
終
判
断
す
る
こ
と
を

重
ね
て
強
調
し
た
。
今
後
、
県
議
会
、
雲

南
市
議
会
な
ど
の
議
論
が
注
目
さ
れ
ま
す
。

WEBサイト

県
議
会
の
動
向
、詳
し
い

活
動
状
況
に
興
味
あ
る

方
は
ア
ク
セ
ス
を
！

あ
と
が
き
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地
域
を

安
心
・
安
全
に
！

地
域
を

安
心
・
安
全
に
！

※

用
語
解
説
　
Ｇ
Ａ
Ｐ

　
Ｇ
o
o
d（
よ
い
）
Ａ
g
r
i
c
u
l
t
u
r
a
l

（
農
業
）
Ｐ
r
a
c
t
i
c
e
s（
取
組
）の
頭
文

字
を
と
っ
た
言
葉
。農
業
生
産
工
程
管
理
と
呼
ば

れ
、
農
産
物
を
作
る
際
に
適
正
な
手
順
や
モ
ノ
の

管
理
を
行
い
、
安
心
・
安
全
食
品
や
労
働
安
全
、

環
境
保
全
な
ど
を
確
保
す
る
国
際
水
準
の
取
組
で
、

持
続
可
能
な
農
産
物
の
供
給
実
現
に
つ
な
げ
る
。


